Search for Higgs boson production in association with the W boson in 1.96-TeV proton-antiproton collisions by 石澤 善雄
Search for Higgs boson production in
association with the W boson in 1.96-TeV
proton-antiproton collisions
著者 石澤 善雄
内容記述 Thesis (Ph. D. in Science)--University of
















平成 17 年 10 月 31 日
学位規則第４条第１項該当
数理物質科学研究科
Search for Higgs Boson Production in Association with the W Boson in 
1.96-TeV Proton-Antiproton Collisions 
（陽子・反陽子衝突におけるWボソン随伴生成でのヒッグス粒子の探索）
氏　名（本籍）
学 位 の 種 類
学 位 記 番 号
学位授与年月日
学位授与の要件






































　探索の結果，観測された候補事象 187に対し，評価された背景事象は 175.2± 26.3であった。つまり統計
的に有意な信号は観測されず，よって，ヒッグス粒子の生成断面積と崩壊分岐比の積に対する上限値を得
た。たとえばヒッグス粒子の質量が 115 GeVの場合に 8.6 pb，120 GeVの場合には 7.2 pbである（いずれも
95％信頼度）。これらの値は，標準理論における予言値の数十倍である。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　ヒッグス機構およびヒッグス粒子は，素粒子標準理論のなかで実験による直接的検証がなされていない唯
一の領域である。その研究は，現在の素粒子物理学実験における最重要課題であり，稼働中の加速器および
建設中・計画中の将来計画において，活発に研究されている。本論文は，ヒッグス粒子を，テバトロン加速
器および CDF検出器を用いて，Wボソンとの随伴生成過程を用いて探索した結果を報告したものである。
本研究ではヒッグス粒子の発見には至らなかったものの，今後期待されるデータ量の増加に向けて，その探
索の先鞭をつけたという点で，意義は高い。
　CDF実験は，グループによる共同研究であるが，この過程を利用した解析は，著者が中心となって行った。
特に，信号の検出効率および背景事象の評価，それらの系統誤差の理解，さらに生成断面積の上限値の決定
について，注意深い解析を行った。したがって，本研究は博士論文として充分価値のあるものと認める。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
